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 駐日デンマーク王国大使フレディ・スヴェイ

ネ氏の登別市訪問に際し、本校にお立ち寄りい

ただき、生徒と対話する機会をいただきました。

当日は、国際的な訪問客を全校生徒で協力して

歓迎し交流することを通して、国際理解や国際

的なコミュニケーション能力、愛校心を高める

ことを目的に、後期生により「スヴェイネ大使

歓迎会」を実施いたしました。歓迎会で大使は、

生徒からの質問に、丁寧にお答えいただきまし

た。その様子をレポートします。 

 
大使の仕事 

 「駐日大使」とは日本に駐在する外交官の中

で最も高い役職の方であり、国を代表する人で

す。スヴェイネ大使は、「日本とデンマークの両

国の人々にとって最も良い関係や環境を実現し、

未来に続く友好関係やパートナーシップを築く

ために働いています。」と大使の仕事について説

明してくれました。また、「自分は日本に対する

デンマークの大使であるだけでなく、デンマー

クに対しての日本の大使でもある」という思い

で日々の仕事をされているそうです。 

大使から見た日本 

 大使は日本について、「ゴミや埃が落ちた場所

がなく日本の社会が清潔であること」や、「礼儀

正しさやおもてなしの精神などが素晴らしい。」

と印象を話し、「アケビ生にもこのような伝統的

な美徳を大切にしてほしい。」と話してくれまし

た。 

日本とデンマーク 

 日本とデンマークの違いについて、「デンマー

クは人口が少ない小さな国であり、地理的には

大国に囲まれている。そのために、島国の日本

人よりグローバル社会への意識が高いこと」や、

「デンマーク人は日本人に比べ、ワーク・ライ

フバランスを重んじており、長い時間残業する

ことに意義を感じないこと」を挙げて説明して

くれました。また、福祉について、「デンマーク

は教育も健康保険もすべて無償であり、すべて

の国民の権利を保障している。そのために消費

税は 25%であること」も説明してくれました。 

アケビ生へ 

 大使は最後に次のようなメッセージを残され

ました。「自分を信じてください。誰にでも何か

の才能がありますので、ぜひそれを伸ばしてく

ださい。どんどん挑戦してください。その中で

大事なことは、問いかけることです。相手に質

問することにより、その人の思いを知ることが

できます。相互理解に大切なのは、『鏡写しのク

エスチョンマーク』、つまりハートです。ですか

ら、積極的に質問してください。そうすること

により社会に今以上貢献することができます。

たとえ相手が、親や先生、総理大臣であっても、

他の人の決定に受動的に従うだけの人にはなら

ないでください。皆さんこそが日本の未来です。

自信を持って世の中に出て行き、社会に貢献し

てください。」 

 また、歓迎会後、大使はＳＮＳでアケビのこ

とを"The Best High School in Japan"と表現し

てくれました。 

 

□実施日 平成 30 年４月２７日（金） 

□生 徒 ４回生～６回生 

 

前期生は廊下で、手作りのデンマーク

国旗を持って大使を歓迎しました。 
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